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1. Nude miceにおける繊毛癌移植継代の確立
加藤孝子，小林 j私大森景文〈千大)
紋毛性腫蕩の予後改善において薬弗j爵性紋毛癌の治療
器の確立は急務である。そこで脳転移街後，三弗H耳詩併
用療法に薬剤謝性を示す症剖の蹄転移巣描出部f立よ 9 
nude miceの皮下に移撞継代した。移植後11カ月ラ 7 
代百で約 100%の定着率を示した。移誼腫蕩は原病巣と
ほぼ同議な病理形惑を保持し，麗蕩増殖速度告知時間は
約30日であり s 血中日CG笹は4，000-8，000IUjC検出
された。彊蕩継代 mouseの卵巣は出血黄体， 子宮肥
大，甲状膿肥大が観察された。 
2. Danazol設与詩のラット子宮 peroxidaseおよ
び卵巣立β-hydroxysteroid dehydrogenase 
iこ及ぼす効果
内藤正文，森J!I真一，菊地義公〈千大)
子宮内膜症の治療薬として Danazolが注昌されて
いるが，この薬理作用については窮らかでない。最近 
peroxidaseがエストログン投与によ担締脂質エストロ
グン受容体揚性のエストログン法存性組織に特異的に誘
導を受けることが判明した。 Danazol投与時のラット子
宮内細胞質エストラジオール含有量および子宮内 pe-
主oxidase誘導を検索し合わせ卵巣17s-hydroxyste主oid 
dehydrogenase (17 s-HSD)を測定し， Danazolのス
テロイドグネ}シスに及ぼす効果を検討した。 
3. 子宮内震のホjレモン控存性獲得過程に関する研究
森)1 真一{千大)
ラットにエストログンを投与すると子宮 Peroxidase 
(UP)が誘導されるが，これはエストログン扶存性組織
に特異的である。 UP誘導は actinomycin-D及び cy-
cloheximide投与により抑制されることより denovo 
合成によると考えられる。 6日， 9日， 15詞， 23日， 30 
日齢のラット UPは検出不能で 45日齢の控関口以後に
至って急速に酵素活性は上昇する。
エストロゲン投与による UP誘導の Ontogenyは生
後 10日齢以前では見られず 10自齢以後に初めて罷めら
れ，子宮重量の増加を伴った。又15日， 23日， 30日と日
齢を経るにしたがい E2投与による UP誘導も強力と
なった。 
4. Rat由来子宮線撞及び卵巣線審クローン培養鰻
鹿の増殖能と諒溶活性
木沢功，関谷宗英〈千大〉
強い plasmirogenactivator (plg. act)活性を示す 
rat由来子宮腺癌及び卵巣線謹 clone緯胞の増殖fJ:， 
plgfree，inhibitor-depleted FBS添加諸養液を居いた
条件下で著しく阻害され，次いで、 plg.を添加すること
により，その増薙能は濃変勾配的に回復したことから，
細胞中に註明された plg.act.による培養液中の plg.
活性北が増殖能に関与するー医子であると考える。また
各種抗線溶剤の培養紐胞増殖能に及ぼす亘接効果につい
ても報告する。 
5. 正常及び異常子宮内摸に於iする estradiol圃 17β投
与による peroxidase誘導の意義
森川真一，菊地義公，関谷宗英〔千大〉
ホルモン怯春性組織である子宮において子宮 pe主0・ 
xidase (じP)が estradiol-17s(E2)投与によヲ特異的
に誘導されるので，むPが estrogen故存性あるいは反
応性組織である子宮の正常及び異常組織に於ける est-
rogen作居の特異的マーカーになり得るか否かを組織組
抱質 estradiol主eceptor含有量との関連にて検討した。 
UPの測定詰子宮内摸癌のホノレモン依存性を予知し，ま
た内分泌療法の治療効果判定に有力で、あることが~1明し
た。
